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本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
の
い
ま
④

岡
山
県
備
前
市
の
島
々

調
報
査
告

本
稿
で
は
、
令
和
五
年
九
月
八
日
に
実
施

し
た
岡
山
県
備
前
市
の
日ひ

生な
せ

諸
島
―
離
島

振
興
対
策
実
施
地
域
の
小
規
模
離
島
の
大お

お

多た

府ぶ

島じ
ま

、
鴻こ

う

島じ
ま

お
よ
び
同
地
域
指
定
が
解
除
さ

れ
た
架
橋
島
の
鹿か

久く

居い

島じ
ま

、
頭か

し
ら

島じ
ま

の
現
況
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

�

生
活
基
盤
の
充
実
が
課
題

大た
い

生せ
い

汽
船
の
定
期
船
が
、
本
土
の
日
生
港

か
ら
大
多
府
島
と
鴻
島
を
そ
れ
ぞ
れ
一
日
七

便
（
二
五
分
）、
同
五
便
（
一
五
分
）
で
結
ん
で

い
る
。

大
多
府
島
は
、
面
積
〇
・
四
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
島
で
、
令
和
二
年
の
人
口
（
以
下
、

人
口
は
す
べ
て
国
勢
調
査
）
は
四
七
人
と
、一
〇

年
前
（
平
成
二
二
年
）
の
八
一
人
か
ら
四
割
以

上
減
少
し
て
い
る
。
高
齢
化
率
は
六
二
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
備
前
市
全
体
の
三
九
パ
ー
セ
ン

ト
と
比
較
し
て
高
い
。
産
業
別
就
業
者
数
は
、

一
次
産
業
一
六
人
、
二
次
産
業
〇
人
、
三
次

産
業
二
人
（
令
和
二
年
国
調
）
と
、
ほ
と
ん
ど

が
一
次
産
業
従
事
者
で
あ
る
。

島
の
港
は
元
禄
一
一
（
一
六
九
八
）
年
に
開

か
れ
た
。
島
内
に
は
当
時
の
防
波
堤
で
あ
る

「
元
禄
防
波
堤
」や
開
港
と
同
時
に
作
ら
れ
た

と
い
う
「
六
角
大
井
戸
跡
」
が
残
さ
れ
て
い

る
。
井
戸
は
、
島
に
水
道
が
開
設
さ
れ
る
ま

で
、
住
民
と
耕
地
の
命
の
水
を
賄
っ
て
き
た

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
灯
台
に
あ
た
る
「
大
多

府
燈
籠
堂
」
も
昭
和
六
一
年
に
再
建
さ
れ
る

な
ど
、
歴
史
好
き
の
心
を
く
す
ぐ
る
島
で
あ

る
。鴻

島
の
面
積
は
二
・
〇
七
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
船
窓
か
ら
眺
め
る
と
、
島
の
山
が
ち

な
斜
面
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
無
数
の
家
屋

が
建
て
ら
れ
、
一
種
独
特
の
景
観
を
成
し
て

い
る
。
人
口
は
、
大
多
府
島
と
は
逆
に
四
二

備前市 岡山県 兵庫県

鹿久居島

頭島鴻島

大多府島

日生
日生駅前

航路
橋
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人
（
平
成
二
二
年
）
か
ら
五
〇
人
（
令
和
二
年
）

と
、
こ
の
一
〇
年
で
増
加
し
て
い
る
が
、
高

齢
化
率
は
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
。
産
業

別
就
業
者
数
は
、
一
次
産
業
七
人
、
二
次
産

業
四
人
、
三
次
産
業
一
二
人
と
、
三
次
産
業

が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
備
前
市
の
馬
場
敬

士
企
画
課
長
に
よ
る
と
、
人
口
が
増
加
し
て

い
る
理
由
は
、
定
年
退
職
し
た
世
代
が
島
に

移
住
し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
か
つ

て
の
別
荘
ブ
ー
ム
の
際
に
建
て
ら
れ
た
物
件

の
う
ち
、
使
用
可
能
な
も
の
が
市
場
で
売
買

さ
れ
て
お
り
、
検
索
サ
イ
ト
か
ら
す
ぐ
に
不

動
産
情
報
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

上
水
道
は
、
両
島
と
と
も
に
海
底
送
水
管

に
よ
り
給
水
さ
れ
て
い
る
が
、
耐
用
年
数
四

〇
年
を
経
過
し
て
お
り
更
新
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
汚
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
大
多
府

島
で
は
漁
業
集
落
排
水
施
設
（
大
多
府
浄
化
セ

ン
タ
ー
）
で
処
理
し
て
い
る
が
、昭
和
五
八
年

の
供
用
開
始
か
ら
四
〇
年
を
経
過
し
て
い
る
。

鴻
島
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
汚
水
処
理

区
域
で
あ
る
が
、
一
部
に
未
設
置
世
帯
が
あ

り
、
し
尿
収
集
車
に
よ
る
処
理
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
二
島
と

も
本
土
と
同
様
に
収
集
処
理
し
て
い
る
。

医
療
機
関
は
、
大
多
府
に
備
前
市
立
日
生

病
院
大
多
府
診
療
所
が
あ
る
が
、
島
内
に
医

師
は
常
駐
し
て
お
ら
ず
、
内
科
と
整
形
外
科

の
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
週
一
回
来
島
す
る
。
鴻

島
に
お
い
て
は
医
療
機
関
が
島
内
に
な
く
、

医
師
の
来
島
も
な
い
た
め
、
本
土
に
通
院
す

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
瀬
戸
内
海
巡
回
診

大多府島の六角井戸。

別荘が建ち並ぶ鴻島。

日
生
架
橋
に
関
す
る
年
表

昭
和
六
二
年　

�

頭
島
町
内
会
全
戸
が
架
橋
預
金
を
始
め

る

平
成
六
年
度
～�

一
八
年
度　
第
一
期
架
橋
事
業
と
し
て

頭
島
大
橋
を
建
設（
鹿
久
居
島
～
頭
島
）

平
成
一
八
年
度�

～
二
六
年
度　
第
二
期
架
橋
事
業
と
し

て
備
前
♡
日
生
大
橋
、梅
灘
橋
を
建
設

（
本
土
～
鹿
久
居
島
）

平
成
二
九
年　

�

第
二
二
次
指
定
解
除
に
よ
り
鹿
久
居
島
、

頭
島
が
法
対
象
離
島
か
ら
外
れ
る
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療
船
「
済さ

い

生せ
い

丸ま
る

」
に
よ
る
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
介
護
福
祉

施
設
に
つ
い
て
は
、
両
島
と
も
に
な
い
。

小
中
学
生
は
、
本
土
の
学
校
へ
定
期
船
で

通
学
し
て
お
り
、
市
に
よ
る
通
学
費
の
補
助

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
商
店
も
両
島
と
も
に

な
い
た
め
、
食
料
品
な
ど
の
移
動
販
売
が
週

一
回
の
頻
度
で
島
に
来
る
ほ
か
は
、
本
土
に

出
向
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
通
販

な
ど
と
組
み
合
わ
せ
る
と
さ
ほ
ど
不
便
で
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

観
光
業
で
栄
え
る
架
橋
島

日
生
諸
島
は
、
昭
和
三
六
年
九
月
二
五
日

の
第
九
次
指
定
で
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域

の
指
定
離
島
と
な
り
、
平
成
二
九
年
四
月
一

日
の
第
二
二
次
指
定
解
除
に
よ
り
鹿
久
居
島

と
頭
島
の
指
定
が
解
除
さ
れ
た
。
こ
の
架
橋

事
業
は
、
昭
和
六
二
年
か
ら
頭
島
町
内
会
全

戸
が
各
世
帯
月
額
五
〇
〇
円
の
架
橋
預
金
を

始
め
る
な
ど
、
地
元
の
熱
意
あ
る
運
動
の
結

果
、
平
成
六
年
度
に
国
庫
補
助
事
業
と
し
て

採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
土
と
「
備
前
♡
日
生
大
橋
（
七
六
五
メ
ー

ト
ル
）」
で
結
ば
れ
る
鹿
久
居
島
は
、
面
積
一

〇
・
一
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

岡
山
県
内
で
最
大
の
島
で
あ
る
。

人
口
は
平
成
二
二
年
、
令
和
二
年

と
も
に
一
一
人
と
横
ば
い
。
主
要

産
業
は
、
み
か
ん
狩
り
な
ど
の
観

光
農
園
や「
古
代
体
験
の
里 

ま
ほ

ろ
ば
（
縄
文
時
代
の
集
落
を
復
元
し
、

火
お
こ
し
を
含
む
各
種
体
験
や
宿
泊
が

可
能
な
施
設
）」
な
ど
を
活
用
し
た

観
光
業
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
時
期
が
九
月
初
旬

で
あ
っ
た
た
め
、
柑
橘
の
実
り
を

目
に
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た

が
、
観
光
農
園
の
看
板
が
道
路
沿

い
の
随
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

季
節
に
な
れ
ば
本
土
か
ら
車
で
観

光
客
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
が
想
起

さ
せ
ら
れ
た
。

頭
島
は
、
鹿
久
居
島
と
「
頭
島
大
橋
（
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
）」
で
結
ば
れ
て
い
る
。
面
積

〇
・
六
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
直
近
一
〇

年
の
人
口
は
三
六
六
人
（
平
成
二
二
年
）
か
ら

渚の交番「ひなせうみラボ」。
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活
用
し
た
漁
業
や
食
品
加
工
業
、
宿
泊
業
な

ど
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
島
内
に
あ
る
「
頭
島
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
」
は
、
天
然

芝
コ
ー
ス
二
面
か
ら
な
る

備
前
市
直
営
の
施
設
で
あ

り
、
訪
問
時
に
は
地
元
と

思
し
き
方
々
が
プ
レ
ー
し

て
い
た
。
馬
場
課
長
に
よ

る
と
、
夏
季
は
涼
し
い
早

朝
の
う
ち
に
楽
し
ま
れ
て

い
る
そ
う
だ
。

備
前
観
光
協
会
と
市
を

中
心
と
し
た
「
里
海
・
里

山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
」
の
中
で
、
日
生
諸
島

を
中
心
に
観
光
全
般
に
わ

た
る
大
き
な
取
り
組
み
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
の

が
「
渚
の
交
番
」
事
業
で

あ
る
。
こ
の
事
業
は
「
海

辺
の
様
々
な
活
動
、
活
動

に
係
る
人
そ
し
て
情
報
を
横
断
す
る
よ
う
な

拠
点
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
日

本
財
団
が
主
導
し
て
い
る
。
令
和
五
年
八
月

現
在
、
全
国
一
四
カ
所
に
拠
点
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
備
前
市
で
は
頭
島
の
ゴ
ル
フ
場
に

隣
接
す
る
「
ひ
な
せ
う
み
ラ
ボ
」
が
該
当
す

る
。同
三
年
に
開
設
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、地

元
の
漁
師
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
漁
場
再
生

活
動
の
拠
点
、「
海
と
の
共
生
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
海
洋
教
育
を
目
指
し
て
お
り
、
多
目
的

室
、物
販
ス
ペ
ー
ス
、海
洋
環
境
研
究
室
、レ

ス
ト
ラ
ン
、
牡
蠣
む
き
施
設
、
マ
リ
ン
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
な
ど
を
備
え
る
。
日
生
町

漁
業
協
同
組
合
の
漁
師
に
よ
る
牡
蠣
む
き
体

験
や
牡
蠣
養
殖
体
験
、
ア
マ
モ
の
種
取
り
や

種
ま
き
な
ど
の
ア
マ
モ
場
再
生
活
動
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
な
ど
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日
生
町
漁
協
が
養

殖
出
荷
し
て
い
る
「
日
生
か
き
」
は
「
備
前

市
里
海
里
山
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
証
さ
れ
て
い

る
。
三
〇
年
以
上
、
ア
マ
モ
場
の
再
生
や
海

ご
み
の
持
ち
帰
り
活
動
を
継
続
し
、
あ
ら
ゆ

三
一
九
人
（
同
二
七
年
）、
三
六
二
人
（
令
和
二

年
）
と
一
時
的
に
減
少
し
た
も
の
の
、
回
復

を
見
せ
た
。
お
も
な
産
業
は
、
水
産
資
源
を

頭島より牡蠣養殖いかだと頭島大橋を望む。
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る
世
代
や
立
場
の
方
々
と
連
携
し
て
里
海
の

す
ば
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
る
こ
と
が
認
証

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。
日
生
か
き
は
沖
だ

し
（
あ
る
程
度
生
育
し
た
稚
貝
の
育
て
る
海
域
を
移

動
さ
せ
る
作
業
）
か
ら
一
年
で
出
荷
さ
れ
、
新

鮮
で
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴
で
あ
る
。

架
橋
前
後
の
変
化

架
橋
に
よ
り
二
つ
の
島
に
ど
の
よ
う
な
変

化
が
起
き
た
の
か
、
指
定
解
除
を
議
論
し
た

平
成
二
八
年
五
月
二
五
日
の
「
国
土
審
議
会

第
一
四
回
離
島
振
興
対
策
分
科
会
」
資
料
な

ど
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

①
観
光

鹿
久
居
島
に
あ
る「
古
代
体
験
の
里 

ま
ほ

ろ
ば
」
の
利
用
者
（
日
帰
り
を
含
む
）
は
、
架

橋
前
（
平
成
二
六
年
四
月
～
一
一
月
が
五
七
四
人
）

と
架
橋
後
（
平
成
二
七
年
同
期
間
が
一
三
四
〇
人
）

で
約
二
・
三
倍
に
増
加
。
ま
た
鹿
久
居
島
の

観
光
農
園
の
利
用
者
も
増
加
し
て
い
る
。

②
産
業

頭
島
の
主
要
産
業
で
あ
る
養
殖
カ
キ
の
本

土
へ
の
出
荷
が
海
上
輸
送
か
ら
陸
送
に
変
わ

り
、
輸
送
コ
ス
ト
が
約
三
分
の
一
に
低
下
し

て
い
る
。

③
医
療

二
次
救
急
指
定
病
院
の
備
前
市
国
民
健
康

保
険
市
立
日
生
病
院
（
診
療
科
計
一
一
科
）
が
、

備
前
♡
日
生
大
橋
の
た
も
と
に
あ
る
。
定
期

船
か
ら
車
で
の
通
院
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

救
急
搬
送
の
所
要
時
間
も
大
幅
に
削
減
さ
れ

た
。
架
橋
後
に
、
頭
島
で
夜
間
に
急
病
人
が

発
生
し
た
事
例
で
は
、
迅
速
に
救
急
搬
送
が

行
な
わ
れ
、
重
篤
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
。

④
通
学
・
通
勤

頭
島
の
小
学
校
は
平
成
二
八
年
四
月
に
本

土
の
小
学
校
と
の
統
合
に
よ
り
閉
校
。
児
童

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い
る
。
中

学
・
高
校
の
生
徒
お
よ
び
社
会
人
も
時
間
的

な
制
約
が
な
く
な
り
、
定
期
船
の
欠
航
に
よ

る
欠
席
・
欠
勤
も
減
少
し
た
。

⑤
買
い
物

時
間
を
気
に
せ
ず
に
本
土
へ
車
で
買
い
物

に
行
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
買
い
物
に
行

く
頻
度
も
上
が
っ
た
。
食
品
の
移
動
販
売
車

が
来
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
食
料
品
な

ど
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

⑥
交
通

本
土
と
鹿
久
居
島
、
頭
島
、
大
多
府
島
お

よ
び
鴻
島
を
結
ぶ
定
期
航
路
は
、
九
便
／
日

（
う
ち
鹿
久
居
島
は
二
便
、
頭
島
は
八
便
寄
港
）
で
、

便
数
は
架
橋
前
後
で
変
更
な
か
っ
た
が
、
現

在
は
七
便
／
日
（
鹿
久
居
島
は
寄
港
な
し
、
頭
島

は
五
便
寄
港
）
と
な
っ
て
い
る
。
定
期
船
の
利

用
者
数
は
、架
橋
後
は
架
橋
前
の
約
四
割
（
平

成
二
六
年
の
九
万
九
五
〇
八
人
に
対
し
、
同
二
七
年

に
は
四
万
一
七
一
四
人
）に
減
少
。
架
橋
当
初
は

両
島
と
も
に
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
お
ら

ず
、
車
を
所
有
し
な
い
住
民
や
観
光
客
は
定

期
船
を
利
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
日
生
駅

か
ら
市
営
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
。

⑦
情
報
通
信

架
橋
に
と
も
な
い
両
島
に
光
フ
ァ
イ
バ
が

敷
か
れ
、
情
報
通
信
環
境
が
整
っ
た
。
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業
が
受
け
止
め
、
誘
客
に
つ
な
げ
る
と
い
う

好
循
環
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

 

（
水
）

●

以
上
、
簡
単
に
架
橋
島
の
現
況
を
見
て
き

た
が
、
最
も
重
要
な
点
は
、
架
橋
効
果
を
継

続
さ
せ
る
方
策
の
実
施
で
あ
る
。
つ
ま
り
効

果
を
一
時
的
な
も
の
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め

に
は
、
漁
業
、
み
か
ん
園
、「
古
代
体
験
の
里 

ま
ほ
ろ
ば
」
や
鳥
獣
保
護
区
な
ど
各
島
の
特

徴
的
な
地
域
資
源
を
つ
な
ぐ
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
づ
く
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
な
ど
の
通
信
技
術

を
活
か
し
た
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の
促
進
に
よ

る
島
内
産
業
の
後
継
者
の
育
成
や
起
業
家
の

誘
致
な
ど
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
定
期
航
路
を
担
う
大
生
汽
船
は
、
観

光
船「N

O
RIN

AH
ALLE

（
の
り
な
は
ー
れ
）」

を
平
成
二
九
年
四
月
に
就
航
さ
せ
た
。
赤
と

白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
外
観
が
特
徴
的
な

愛
ら
し
い
こ
の
船
は
ウ
ッ
デ
ィ
感
あ
ふ
れ
る

内
装
で
、
九
州
新
幹
線
「
つ
ば
め
」
や
豪
華

寝
台
列
車
「
な
な
つ
星
in
九
州
」
な
ど
も
手

が
け
た
岡
山
県
出
身
の
水
戸
岡
鋭え

い

治じ

氏
の
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
夏
に
は
、
日
生
諸
島
の
一

三
の
島
々
す
べ
て
を
見
渡
せ
る
ル
ー
ト
を
通

る
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
知
名
度
も
プ
ラ
ス
し
て
人
気

を
博
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
日
生

諸
島
の
島
々
の
多
様
な
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。本

土
部
の
港
近
傍
で
は
、ご

当
地
グ
ル
メ
の
「
カ
キ
オ
コ

（
牡
蠣
の
お
好
み
焼
き
）」
を
提
供

す
る
飲
食
店
が
集
積
し
て
い

る
。日
生
は
岡
山
県
内
屈
指
の

牡
蠣
の
水
揚
げ
で
知
ら
れ
る

漁
師
町
。「
渚
の
交
番
」
事
業

の
よ
う
に
、漁
業
関
係
者
が
広

域
的
に
つ
な
が
り
観
光
の
活

性
化
に
取
り
組
む
こ
と
も
重

要
だ
ろ
う
。
ま
た
、観
光
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
柑
橘
農
園
と

漁
業
の
連
携
な
ど
も
可
能
性

が
大
き
い
。
日
生
諸
島
に
は
、

一
次
産
業
の
頑
張
り
を
観
光

大多府港に着岸するNORINAHALLE。


